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日本におけ
るゴドウィ
ン研究

史
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:
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:

資

1

マ

ル

サ

ス

の

紹

介

•'

W 
.
コ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、
政
洽
、
法
律
、
経
済
、
教
育
、
歴
史
、
文
学
な
ど
多 

方
面

.に
わ
た
る
著
作
を
残
し
て
：い
る
：の
で
，
諸
外
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か 

ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。
.た
と

え

ば

政

治

墨

史

.に
お
い
て
、
無
政
府
主
義
史
に， 

お

V
て
社
会
主
義
共
産
主
義
史
に
お

..い..て
、
.経
済
思
想

.史
に
.お
.い
て

、
：
：
.
.
V 

ロ
.
■
 

論
史
に
お
い
て
、
哲
学
史
に
お
い
て
、
倫
理
思
想
史
に
お
い
て
、
教
育
思
想
史
： 

に
お
い
て
、

ロ
マ
.ン
主
義
文
学
研
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
史
学
に
お
い
て
、
 

い
ず
れ
も
興
味
あ
る
研
究
対
象
た

.る
資
格
を
失
わ
な
い
。
だ
が
日
本
に
お
け
る 

コ
ト
ゥ
ィ
ン
へ
の
関
心
を
調
べ
て
み

I
と
、
こ
と
に
そ
の
初
期
に
は
.
文
学
史

'
に
無
政
斤
主
義
史
と
倫
理
思
对
心
史
に
顔
を
出
す
の
.み
で
、.他
.は
も
.
つ
ぱ
ら
、
経 

済
学
史
特
に
マ
ル
サ
ス
と

の
関
連
で
人
.口
論
史
研
究
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ 

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

の

ょ

、

コ
ト
ゥ
.
.
.
ン

が

'
，
.
.
そ

の

無

政

府

主

義

や

小

説

や

教
育
思
想
に
よ 

つ

て

日

本

に

影

響

す

る
と
こ

ろ

はほ
と
ん
ど
.な
く
、
主
と
し
て
経
済
学
史
•に
お

.

白

..:

井
 

厚

I
て
叙
述
さ
れ
て
き

.た
理
由
と
し
て
は
、
こ
の
地
に
お
け
る
経
済
学
史
の
特
殊 

な
性
格
を
考
え
ね

-ば
，な
ら
な
い
。
日
本
は
西
欧
諸
国
に
比
し
て
後
進
国
で
あ
つ 

た
が
：、.
明
治
維
取

<
1
:八六
八
年)

以
後
の
近
代
に
お
い
て
こ
の
後
進
性
を
脱
却 

、
す
る
た
め
に
異
常
な
努
力
が
払
わ
れ
、
_

に

資

本

主

義

塞

誉

せ
る
た
め 

に
必
要
な
経
済
学
は
欧
米
か
ら
す
み
や
か
に
輸
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
ョ
丨
ロ
ッ 

パ
に
お
け

.る
経
済
学
の

.誕
生
、

成
長
、

発
展
を
自
ら
体
験
す
る
余
裕
を
も
た 

ず
そ
の
過
程
を
経
済
学
史
研
究
と
い
ぅ
：か
た
ち
で
追
体
験
す
る
必
要
に
迫
ら 

ホ

そ

の

た

め

に

■こ
の
分
野
の
研
究
が
特
に
盛
ん
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
ぅ 

し
て
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、

マ
ル
サ
ス
の
紹
介
に
ぉ
ぃ
て
先
ず
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ

，
日
本
最
初
の
マ
ル
サ
ス
の
紹
介
は
、

一
八

七

六

年(

明
治
九
年)

に

「

評
論 

新

&

に
お
.し
て
元
野
助
六
郎
に
ょ
つ
て
な
さ
れ
た
が
、
翌

年一

月
に
は
早
く 

.も
大
島
貞
益
に
ょ
つ
て
、

「

馬
爾

i

人
口
論
要
略」

(一

四
ニ
ぺ
丨
ジ)

が
銀 

座
の
東
洋
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。-
こ
れ
は
マ
ル
サ
ス
協
会
創
始
潘
の
弟

0 

D
r
y
s
d
a
l
e

に

よ

る
「

人
口
の
原
理」

の
抜
萃
を
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ 

の
例
言
に
.お
い
て
大
島
は
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

「

馬
爾
裘
斯
氏
ハ
英
国
シ
ュ
ル
リ

I 
..
州
ノ

人
ニ
シ
テ
其
生
千
七
：百
六
十
六 

^7 
ニ
在
リ

1̂
少
ヨ
リ
夙
トlj .

経
済
ノ
学
ヲ
以
テ
自
力
ラ
任
ト
シ
最
モ
意
ヲ
民 

間
ノ
利
病
得
失-1

留
ム
豸
持
論
当
時

Iコ
ン
ド
ル
セ
ッ

••
>
-1
丨
ド
ウ
イ
ン
.諸
子 

ト
合
ハ
ス
甞
テ
逛
1
3ヲ
著
シ
テ
其「

ペ
ル
，へ
ク
チ
ピ
リ
チ

I」

ノ
説
ヲ
駿
.ス
後 

チ
普
子
ク
諸
国ii

遊
歴
シ
テ
其
人
情
世
態
ヲ
訪
問
シ
大
■一一
 
啓
発
開
保
ス
ル
所 

T
リ
益
々
自
力
ラ
前
論
ノ
誕
サ
ル
ヲ
信
シ
千
八
百
三
年
遂
ニ
大
ニ
前
書
ノ
意

.
 

ヲ
衍
へ
テ

^
ラ
力

-一
人
ロ
盈
耗
ノ
理
ヲ
論
シ
更
|ー
一 
書
ヲ
著
ハ
シ
テ
以
テ
之 

ヲ
世
こ
公

—
ス
即
チ
方
今
大
ニ
行
ハ
ル
、
所
ノ
人
口
論
是
ナ
リ
是
レ
実
-
亜 

.
当
斯
密
帖
氏
以
来
経
済
学
中
ノ
一 
大
発
明
ト
ス」

パ
㈤
雪
ー
ベ
ー
ジ)

そ
し
て
本
文

.に
は
、
次
の
よ
ぅ
に
書
か
れ
て
い
る
。

「

ゴ

I
ド

^

"
ン,rr

ン
ド
ル
セ
ッ
ト
及
ヒ
他
ノ
ベ
ル
へ
ク
チ
ビ
リ
チ

I 
ノ 

説
ヲ
唱
フ
ル
諸
家
皆
此
理
ヲ
知
ラ
：ス
故
ニ
一 

タ
ヒ
之
ヲ
以
テ
推
ス
#
•
ハ
其
懿 

説
ス
ル
所
ノ
人
間
他
年

.ノ
福
運
モ
全
ク
空
中
ノ
楼
閣I

ー
帰
ス
ゴ
I
ド
ウ
イ
シ 

ノ
書
中
其
人
口
ヲ
論
ス
ル
ノ
条

.

1

一
日
ク
蓋
シ
人
間11 

一
ノ
定
則
ア
リ
テ
其
ロ 

数
常
ニ
食
物
ノ
量
ト
相
均
張
ス
ト
是
レ
稍
>
人
ロ 
ノ
理
ヲ
知
ルlj

似
タ\

ト 

モ
但
々
之
ヲ
以
テ
玄
遠
不
測
ノ
隠
理
ト
為
シ
邈
焉
ト
シ
テ
其
源
ヲ
窮
メ
ン
ト 

セ
ス
此
定

Ml
ノ
彼
ノ
艱
難
ト
艱
難
ヲ
恐
ル
、
'ノ
心
.ト

—
原
ツ
ク
コ
ト
ハ
曾
テ 

之
ヲ
知
ラ
サ
：ル
ニ
似
タ
リ

又
ゴ
ー
ド
ウ
イ
ン

_ ノ
書
中
通
篇
犯
ス
所
ノ
大
過
失
ハ
凡
ソ
人
間
ノ
艱
難
悪 

_
ヲ
以
テ
諸
種
ノ
制
度
ア
ル
ニ
帰
ス
ル
ナ
リ
?
説
ニ
云
フ
総
チ
政
治
上
ノ
法 

度
及
財
産
処
分
ノ
規
則
等
ハ
皆
禍
害
ノ
源-1

ア
ラ
サ

.ル
ハ

.ナ
ク
最
モ
人
ノ

 ̂

惡
ヲ
長
ス
へ
キ
肩
花
肩

^

55 f
s l
a
:ナ
リ
ト
此
言
理
ナ
キ
ニ
ァ
ラ
ス
蓋 

シ
常
人
ヨ
リ
之
ヲ
観
レ
ハ
人
間
各
種
ノ
制
度
却
テ
弊
害
ヲ
生
ス
ル
力
如
キ
モ 

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史

ノ
ア
リ
又
実
ー
ー
弊
害
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
—.ア
ラ
ス
然
レ
ト
モ
若
シ
之
ヲ
以 

テ
彼
ノ
造
化
ノ
大
法

.ニ
起
リ
及
人
ノ
情
慾
二
生
ス
ル
所
ノ
禍
害
_
比
ス
レ
ハ 

尚
軽
ク
シ
テ
且
ツ
浅
シ
.

ト
謂
フ
へ
キ
ノ
ミ(

方
今
政
治
上
ノ
事
又
ハ
民
間
ノ 

事
ニ
於
テ
諸
種
ノ
改
革
ヲ
唱
プ
ル
者
尚
此
誤
ヲ
犯
ス
モ
ノ
多
シ)

.又

.n
i
ド
ウ
ィ
ン
ノ
言
ニ
日

..ク
社
是
レ
唯

/
/
.
炱

カ

—
後
世

ノ
事
ヲ
イ
フ
ノ 

ミ
方
今
地
球
ノ
.四
分
ノ
三
ハ
来
タ
開
墾
セ
ス
且
ッ
典
既
—
開
墾
ス
ル
ノ
地
モ 

尚
夥
シ
ク
物
產
ノ
量
ヲ
増
ス
へ
'、シ
故

_
今
ヨ
リ
数
千
万
年
ノ
間
ハ
人
口
旧
二 

.

依
テ
増
進
ス
ル
ヲ
得
へ
ク
且
ッ
数
千
万
年
ノ
後
—
至
リ
テ
モ
地
上
ノ
物
産
ハ 

尚
：ホ
優
一1

人
類
ヲ
養
フ
土
足
ル
へ
シ
ト
是
レ
氏
ノ
人
口
過
多
ノ
害
ヲ
論
ス
ル 

•

文

--
シ
テ
其
今
日
人
間
ノ
実
況」

一‘迁
ナ
ル
コ
ト
之
ヲ
以
テ
見
ル
へ
シ」

(

八 

〇
丨
八
一一。

へ
I
ジ)

.

こ
れ
は
お
そ
ら
く「

人
口
の
原
理」

一
一
版
に
ょ
つ

た
も
の
と
思
わ
れ
、
か
く 

し
て
マ
ル
サ
ス
が
反
論
し
た
ペ
ル
へ
ク
チ
ピ
リ
チ
ー
の
説(

完
全
可
能
説)

の
代 

表
者
と
し
て
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.の
名
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。

ま
た
田
ロ
卯
吉
の「

東
京
経
済
雑
誌」

に
お
い
て
も
一
八
八
〇
年
以
後
マ
ル 

サ
ス
説

.の
紹
介
が
見
ら

.れ
、.
平
沼
淑
郎
は
さ
ら
に
人
口
論
か
ら
賃
金
基
金
説
を 

主
：張
し
て
い
る
。
こ
の
ょ
ぅ
に
初
期
の
マ
ル
サ
ス
紹
介
は
、
近
代
国
家
形
成
の 

基
盤
と
：し
て
の
.人
口

.に
注
目
す
る
と
同
時
に
、
■国
民
を
支
配
し
海
外
に
膨
脹
す 

る
国
家
主
義
的
人
口
論
と
し
て
の
意
味
が
強
か
つ
た
。(

た
と
え
ば
大
島
貞
益
は 

国
家
主
義
的
保
護
贸
易
論
者
で
、I

八
九
一
年(

明
治
ニ
四
年)

の

.

「

情
勢
論」

に 

お
い
て
、
'.
富
国
強
兵
策
を
主
張
し
、

'日
本
の
歴
史
学
派
の
祖
と
な
つ
て
い
る

。

)
. 

そ
の
た
め
に
貧
困
を
社
会
^
責
任
に
帰
し
理
想
社
会
を
求
め
た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に 

対
す
る
マ
ル
サ

.ス
の
敵
意

.は
、
何
ら
の
批
判
も
な
く
そ
の
ま
ま
日
本
に
伝
え
ら

七

三

(

ニ
九
三
；



れ
た
の

.で
あ
る

。

■

な
お
一
九一

〇
年

(

明
治
四
三
年)

二
一
月
に
は
、

マ

ル

サ

ス「

人
口
の
原 

理」
ニ
版
の
ァ
シ
レ
ー
に
よ
る
抄
略
本
が
三
上
正
毅
に
よ
っ
てr

マ
か
サ
人
口 

論」
(

東

京

日

進

堂

、
，一
七
ニ
べ
丨
ジ)

.と
し
て
訳
さ
れ
、

一
九
ニ

三

年(

大 

正1

ニ
年)

三
月
に

.は
^
版

.の
谷
ロ
.吉
彦

訳

ノ

ー

一

四

年

に

.
は

高

野

•
大

.内
訳

.が
、 

ま
た
ァ
シ
レ
ー
版

.の
，鈴
木
政
孝
訳
が
、

ニ
五
年
に
は
七
版
の
佐
久
間
原
訳
が
現 

わ
れ
た
。(

詳
し
く
は
妨
村
豊
太
郎r

マ
ル
サ
ス
人
口
論
各
版
和
訳
本
の
研
究」

三 

田
学
会
雑
誌1

1
0巻
一11

号
、
，
.

一
九1

1

六

年(

昭
和
元
年)

#
照
。)

'.原

著

六

坂 

(
E
v
e
l
a
n

'w*
L
i
b
r
a
r
y

版)

の
最
初
の
全
訳
は
、

神
永
文
三

(

世
界
大
思
想
全 

集1

八
巻
、

一
九
二
七
年
.

一

〇
月
'
囊

社

)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

さ
ら
に
一
九 

ニ
九
年一

1

月
に
岩
波
書
店
か
ら
経
済
学
古
典
叢
書
と
し
て
伊
藤

•
寺

尾

訳 

マ
ノ
サ
ス
人
口
論(

第
六
版)

」

が
出
て
、

こ
こ
に
マ
ル
サ
ス
の 

'

「

人
口
の
原 

理」

の
訳
業
は
一
段
落
し
た
こ

と

に

な

る
。
.ま
た
翌

.一.九
三
〇
年四

！！ P

に
t
、

加

藤一

夫

訳

「

政
治
的
正
義j 

(

世
界
大
思
想
全
集
、
春
秋
社)

お
よ
び
ボ
ナ
ー 

の
堀

*
吉m

訳

「

マ
ル
-^
.
:ス

と

彼

の

業

績」
(

改
造
社)

も

現

わ

れ

た

か

ら

、

人 

口
論
を
め
ぐ
る
ゴ
ド
ゥ
'ィ
ン
研
究
は
か

な

り

便

利

に

な

っ

た

'と

い

ぅ

べ

きだ
ろ

ニ

福

田

徳

三

大
正
期
に
入
っ
て
、

マ
ル
サ
ス
紹
介
の
域
を
越
え
.た
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
に
関
す
る 

叙
述
は
、
ブ
レ
ン
夕

I 
ノ
ら
に
馨
し
新
歴
史
学
派
の
影
響
を
受
け
た
東
京
商 

大

教

授

雷

徳

三(

一
八
七
四
丨
一
九
三
〇)

に
よ
っ
て

行

わ

れ

た

。
福
田
は 

■

「

経
済
大
辟
書」

(

一
九|

三
年
、
大
正
ニ
年
、
東
京
、
同
文
館

、
全
九
冊)

の「

生

七

四

(

ニ
九
四)

存
権

,-
.の
項
を
執
筆
し

.て
、：
次
の
ょ
ぅ
に

.述
べ
'る
。

.

生
存
権
の
理
論
は
労
働
権

•
労
働
全
収
権
の
理
論
と
共
に
社
含
：̂
上 

の
三
大
理
論

-

>0

認
む
可
き
も
の
に
し
；て
、
Tf
ン
ト
ン
、
メ
ン
ガ

—

丨
の
説
に
よ 

れ
は
此
の
三
権
は
所
謂
社
会
権
に
し
て

_

の
私
法
に

て
理
解
す
る
豪

と 

:
違
る
：意
味
に
於
て
人
類
社
会
の
根
本
的
権
利(

「

グ
ル
ン
，ド

.
レ
.ヒ
テ」

)

と 

.
I1
*
做
す
可
き
も
の
な
り
と
云
ふ
。
而
し
て
此
の
三
大
権
を
系
統
的
学
術
的
に

I 

. 

j
貪

屋

變

忐

於

け

る

其

の

本

義

を

翳

し

た

る

は

実

に

ア
ン
ト
ン
、

メ
ン
ガ
n
其
の
人
な
り

.と
す
。」

：(

一

綜
説
、
：
V 

二
三
〇
七

ベ 

I ジ) 

_
:•
-
■

「

之
を
経
済
上
ょ
り
見
れ
ば
置
に
対
す
る
報
酬
を
以
て
分
配
の
根
本
原 

則
と
せ
ず
、
慾
望
の
充
足
を
以
て
分
配
の
根
本
原
則
と
せ
ん
と
す
る
に
在 

り

此

の
意
味
に
於
て
生
存
権
の
理
論
を
建
設
し
た
る
は
英
囯
の
莩
者 

ア
ス
ゴ
ト
ヰ
ン
を
以
て
嚆
失
と
す
可
し
。

の
記
す 

る
所
に
ょ
れ
は
モ
レ
リ 

Morelly, 

Saufrage 

des 

isles 

flottantes ou 

B
a
s
l
e
.

 

I. 

1753 

p. 

2,7. 

B

l
 

,

la 

I

I
 

et 

i

le vol. 

1
70 0
0
. sect. 

2
.

の
如
き
ま
た
欲
望
を
以
て
分
配
の
根
本 

標
準
と
す
る
の
説
を
有
せ
り
と
云
ふ
。
.
後
に

^

:

出̂
で
て
其
の
有

S
な
る 

=K
.カ
リ
ー
航
行
記』

に 

A

 c
h
i
n

 suivant ses 

besans, 

de 

chacun 

I

I
 

i
 forces 

(

各
人
に
其
の
欲
望
に
従
て
、
各
人
ょ
り
其
の
力
に
従 

て)
の

一

句

を

馨

す

る

あ

り

、
刈
ィ
、

に
至
り
て
はD

e

 

c
h
i
n

 

selon s
e
s

M>
p
c
&g:
w
卞 chacun selon.. s

e
s

cr*esoins.. (

各
人
ょ
り
其
の
能 

カ
は
従
て
、

各
人
へ
其
の
欲
望
に
従
て)

と
主
張
す
る
を
見
る
な
り
。

さ 

て
、、コ
ト
ヰ
ン
は
其
の
有
名
な
る『

政
治
的
正
義』

云
々

の

書

に

於

て(

ぎ

enquiry concerning 

P
Q
Is-
*
s*
pt—
«
e-J.ustice a

nd its inAuence on general 

virtue a
nd happiness. London. 

1793. 

2. 

E
.
1796. 

3. 

E
.
1798) 

財
産
制
度
に
三
種
あ
り
と
説
き
，T

h
e

fcft rst.and 

simplest 

degree 

of 

pro

.̂rtjr is that of 

m
y

 

permanent right in 

those 

things, 

the 

use 

of 

w
h
i
c
h

 

being 

attributed 

to 

me, a

 greater 

s
u
m

 of 

be

丨
 

neSt 

or 

pleasure 

will 

i
u
l
t
,

 

tlmn 

could 

have 

f
r
o
m

 

their 

being- 

otherwise 

appropriated. 

(3. 

E. 

v
ol.2. 

p. 4
3
2
)
(

第
一
.に 

し
て
最
も
単
純
な
る
財
産
制
度
は
之
を
我
所
有
す
る
に
よ
り
て
他
人
が
所
有 

'す
る
よ
り
も
よ
り
大
な
る
利
益
又
は
快
楽
の
高
を
生
ず
可
き
物
に
対
す
る

我 

.
永
久
の
権
利
是
れ
な
り)

と
云
へ
り
。

T!
ン
ト
ン
、

メ
ン
ガ
ー
は
此
の
一
節

を
説
明
し
て
日
く
、D

e
r

 soli die Sachen besitzen, der sie a
m

 besten 

brauchen kalrn. 

Dieses Verteilungsprinzip m
a
g

 uns, 

4
i<l
)
ぽ

&肖 

Scfmle 

d
s rsmisc

tr-
en 

Privatrechts 

auferzogen 

sind, 

als 

eine 

SciiimSre erscheinen; 

dennoch wird es in jeder von der rechten 

Gesirniung 
母

f
a
s吕 Familie u

n
d

 in gr

o:sserem Massstab in den 

a
m
e
r
i
k
a
n
i
s
&
e
n

 K
o
m
m
i
m
i
s
t
e
n
g
e
m
e
i
n
d
e
n

 praktisch ausgeiibt. 

(Das 

Recht auf 

s

s
 

 ̂
ン

ヰ
ン
の
説
は
最
も
能
く
其
の
物
を
使
用
し
得
る
も
の
：之
を
所
有
す
可
し
と
云 

ふ
に
あ
り
。
此
の
分
配
原
則
は
羅
馬
私
法
の
門
に
養
成
せ
ら
れ
た
る
吾
人
に 

は
一
の
空
想
の
如
く
見
ゆ
可
し
。：

然
れ
ど
も
実
際
に
於
て
は
凡
て
の
，正
し
き 

感
念
に
充
さ
れ
た
る
家
族
并
に
遙
に
多
く
米
国
の
共
產
団
体
に
於
て
実
ラ
せ 

ら
る
る

.所
な
る
を
知
る
可
し)

と
。
：
-1
ド
ヰ
ン
.の
思
想
は
後
世
の
社
会
思
想 

の
理
論
の
出
立
点
と
な
り
、

之
よ
り
し
て
種
々
進
歩
し
た
る
学
説
を
生
ぜ 

日
本
に
ぉ
け
る
ゴ
卞
ゥ
ィ
ン
研
究
史

一
り
。」

(一

一
生
存
権
の
理
論
的
根
拠
、
一一

三
一
〇
丨一

。へ：丨
ジ
。
誤
植
は
訂
正
さ
.
 

れ
て
い
る

。

)

.

ま

た

そ

の「

労
働
全
収
権」

の
項
に
お
い
て
、

「

七
労
働
全
収
権
論
沿
革 

略」

と
し
て
次
の
よ
ぅ
に
記
し
て
い
る
。

「

ヰ
リ
ア
ム
、
ゴ

ド

.4
-
ン

(

一
七
五
六
丨
ー
八
三
六)

は
十
分
な
る
意
味 

.に
於
て
の
労
働
全
収
権
論
の
権
輿
な
り
。

•
タ
ム
ソ
ゾ

•
才
丨
工
ン 

.
の
三
者
は
程
度
の
差
は
あ
れ
皆
ゴ
ド
ヰ
ン
の
影
響
を
受
け
た
り
。
ゴ
ド
ヰ
ン 

は
0*
有
権
に
三
段
あ
り
と
し
、
第

. 一

.the frst .and simplest 

degree of 

property is t
h
a
t
o
f

 

m
y

 

permanent 

right in those 

things, 

the 

use of w
h
i
c
h

 being attributed to m
e
,

f»greater 

s
i of 

beneft 

or pleasure will result, 

than could have arisen f
r
o
m

 their beinq 

otherwise appropriated, 

(political 

justice 

1
7
900
. v

ol
.
2, 

p. 432) 

な
り
と
.云
ふ
、
其
の
意
各
人
は
其
の
慈
望
に
従
て
要
す
る
も
の
を
承
く
可
き 

所
有
制
度
を
以
て
最
も
正
当
な
り
と
す
る
に
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
生
存
権
の 

要
求
と
な
る
ヾ
第
二
は..̂

g

 second degreeof property is the: empire 

to w
h
i
c
h

 every 

m
a
n

 is entitled, 

over the produce o
f
M
s

 

o
w
n

 

industryv:even 

that, .part of it the .use

oH»
ギ

^
.
&ought n

o
t

C+
-
0
 

be appropriated to h
i
m
s
e
l
f
.

な
り
と
し
、
第
三
は
現
在
の
制
度
に
し
て 

其
の
要
領
ば 

merely a 

p
o
w
e
r

 

vested 

in. 

certain 

individuals 

b
y

 

the 

institutions 

of 

society, 

to 

c
o
m
p
e
l

a
J
ÔT
s'labour 

for 

their 

b
e
n
e
s
t
.
,

な
り
と
せ
り
。
即
ち
效
に
第
二
段
と
し
て
第
一
段
の
理
想 

と
第
三
，段
の
規
実
と
を
連
絡
す
る
も
の
は
、
即
ち
後
世
の
労
働
全
収
権
を
公 

認
す
る
所
有
制
度
な
り
、
ゴ
，ド
ヰ
ン
は
先
づ
差
当
り
の
要
求
と
し
て
第
三
段

七
五
.(

ニ
九
五
.

)



.ょ
り
第
二
段
へ
の
進
涉
を
必
要
と
し
、
.終
に
は
第
：

一

段
に
到
達
す
可
き
も
の 

と
認
め
た
る
な
り
。：.而
し
て
其
の
政
治
的

i

論
は
此
趣
意
を
明
か
に
す
る 

.
為
め
詳
細
の
論
を
立
て
た
り
。」

：8 '

済
大
辞
書
权
、
四

| 

.
五
九
。へ
：丨

ジ)

.

福

田

は

坐

存

権

.労
働
権
、
労
働
全
収
権
を
、.

社
会
政
策
、；

社
.会
主
義
：上 

の
三
大
理
論
と
し

、

.

. 

.

「

ア
ン
ト
ン

• 
メ
ン
ガ
ー
氏
は
其
の

'社
会
主
義
史
に
下
す
に『

労
働
全
収 

権
史』

な
る
名
称
を
以
て
せ
り
。
.是
れ
最
も
能
く
其
の
真
相
を
捕
捉
し
た
る 

も
の
と
云
ふ
可
し
。
此
く
の
如
く
一
定
の
理
論
的
立
場
を
確
立
し
て
こ
そ
社 

会
主
義
な
る
名
の
下
に
行
は
る
み
雑
駁
多
岐
な
る
議
論
を
系
統
的
に
諒
解
す 

る
を
得
可
し
。
勞
働
全
収
権
の
理
論
を
実
際
上
に
建
立
せ
ん
と
す
る
.こ
と
，に
.
 

於
て

o'
み
社
会
主
義
な
る

%-
の
は
経
済
学
の
題
目
と
な
る
、
.其
の
他
の
複
雜 

な
る

^
項

は

直

接

に

は

経

済

学

と

関

渉

す

る

所

な

き

%'
の

と

す。」

.

(「

経

済

学
 

考
証
完/

一
九
一
八
年
、
東
京
、
佐
藤
出
版
部
、I
五
三
丨
四
ぺ—

ジ
> 
■
 

と
メ
ン
ガ
ー
の
説
に
そ
の
ま
ま
賛
成
し
て
い

.る
。.
そ
の
た
め
生
産
手
段
の
社
会 

化
と
い
ぅ
社
会
主
義
と
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
全
労
働
収
益
権
説
を
混
同
し

、
.
 

社
会
主
義
を
不
当
に
単
純
化
し
て
そ
の
理
解
を
誤
っ
て
い

？)
が
、.
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン 

.
を

「

全

労

働

収

益

権

の

最

初

の

科

学

的

塞

者

」

と

讃
え
た
メ
ン
ガ

丨

と

.同
じ

く

生
存
権
理
論
の
.建
設
者
、
嚆
矢
、
後
世
社
会
思
想
の
出
発
点
、
.な
ら
び
に 

労
.働
全
収
権
論
の
権
輿
と
し
て
ー
局
く
位
置
づ
け
る
.こ
と
と
な
っ
た
。■

さ
ら
に
福
田
は
、

一
九】

六

年(

大
正
五
年)

京
都
法
科
大
学
に
お
い
て
マ 

ソ
サ
ス
生
誕
一
五

0
年
記
念
会
で
講
演
を
し
、

こ
れ
を
同
年
の

.

.

「

経
済
論

^
^
.

一
一
巻
第
五
号
に「

.ま
る
さ
ず
人
卩
論
出
版
当
時
ノ

反
対
論
者
特
_
生
存
権
論 

者」

と
し
て
発
表
し
た
。
こ
こ
で
は
、

.

-

七
六

' (

ニ
九
六)

.

: 

'

「

ま
る
I

ノ
入
ロ
法
則
ガ
社
会
政
策
ノ
理
想

.卜
，一

致

シ

難

キ

笾
I

 

モ
十
分-

1

指
摘
シ
タ
ル.

モ
，ノ
.
ハ
別
人-1' 

ア
ラ
ズ
彼
ガ
畢
生
：ノ
論
敵
タ
ル
.う
ゐ 

•

り
あ

.む
"
■ご
と
'う
.ゐ
ん
其
人
ナ
リ
。
-

V

 

と
述
べ
、Perfectibility of m

a
n

の
可
能
性
を
認
め
る
前
提
と
し
て
ゴ
ド
ヴ 

ィ
ン
も
コ
ン
ド
ル
：セ
■丨
も
共
に
生
存
権
を
是
認
し
た
と
し
て
、
‘ 

§

「

政
治
妁 

正
義」

；
か
ら
第
八
篇
第
二
章
の
財
産
の

T
h°
l
 a

nd simplest degree 
.の 

■

説
明
を
長
く
弓
用
し
、
 

；：
•

「

日
疋
。
レ
。
最

。
モ
。
有

力

, -

人
ノ
生
存
権
ヲ
'
主
張
ス
ル
モ
ノ 

ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
何
ゾ 

ヤ
。
人
ノ
欲
^

ヲ
以
テ
.財
産
私
有
ノ
論
拠
ト
ナ
ス
以
上
、
欲
望
ヲ
最
モ
充
実 

'ス
可
キ
人
ノ
手
-一
典
欲
望
ヲ
充
寒
ス
ル
こ
足
ル
可
冲
財
産
ヲ
附
与
ス
可
キ
ハ 

理
ノ
当
然
ナ
リ
.。
も
れ
り
丨
ハ『

自
然
法
典』

S

五
-!於
テ
此
ノ
生
存
権 

5
 
定
義
シ
テ 

H

I
 

a
t
o
y
e
n

 

s
e
r
a

 

h
o
i
m
e

 

P
I

C
,

 

s

l

e

l

,
 

I
r
e
t
e

目 

e
t

 

o
c
c
u
p
y

 

a
u
x

 

d
e
p
e
n
s

 

d
u

 

p
u
b
l
i
c
.

ト
ナ
セ
リ
ト
云
フ
。

ご
ど
う
ゐ
ん

と
述
へ
て
レ

る

田

は

ゴ
：ド
ゥ
ィ
ン
.
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
の
考
察
を
加 

え
て
は
い
な
い
が
：、「

生
存
権
の
社
会
政
策」

(

.一
九
一
六
年)

に
お
い
て
、
こ
れ
ま 

で

.の
ょ
う
に
社
会
政
策
を
公
権
力
で
基
礎
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
万
人
共
通
の 

普
遍
的
原
理
で
あ

る

〃
生
存
権
"
€>
:

承
常
の
上
に
そ
の
社
会
政
羃
学
を
確
立 

せ
ん
と
し
、
社
会
政
策
の
伝
統
的
概
念
と
の
訣
別
を
宣
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
 

貧
困
の
除
去
を
社
会
制
度
の
輩
に
求
め
、
生
存
證
論
を
最
も
強
力
に
建
設 

し
た
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、
彼
の
体
系
に
お
い
て
大
き
な
地
位
が
与
え
ら
れ
た
こ
と 

に
な
る
。
た
だ
し
福
田
の

"生
存
権

"
.は
、
抽
象
•的
な
観
念
の
世
界
に
と
ど
ま 

つ
て
、
こ
れ
を
も
？
て
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
よ
う
に
、
そ
の
徹
底
的
な
実
現
を
明

し
、
私
有
財
産
批
判
や
共
産
主
義
に
進
む
こ
，と
な
く
、
ま
た
現
実
の
権
力
機
構 

や
法
体V

I

に
根
本
的
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
も
な
く

、
.
生
存
権
の
普
遍
性
に
よ 

っ
て
階
級
対
立
を
軽
視
し
、
か
え
っ
て
現
存
社
会
秩
序
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
，
 

っ
た
。
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
と
の
こ
の
決
定
的
な
差
が
、
お
そ
ら
く
彼
の
ゴ
ド
か
ィ
ン 

に
関
す
る
よ
り
以
上
の
研
究
を
は
ば
ん
だ
の
で
あ
ろ
ぅ
。

三

河

上

肇
,

•

日
本
に
お
け
る
経
済
学
は
、

一
九
一
九
年(

大

IE
八
年)

頃
を
境
に
、

歴
殳
，
 

学
派
を
基
調
と
す
る
福
田
徳
三
の
時
代
か
ら
、
社
会
問
題
に
直
面
し
た
河
上
肇 

の
時
代
へ
転
換
し
た
。
.河
上
は
、
貧
乏
救
治
の
問
題
に
つ
い

.て

r

余
が
若
干
の 

3J
I1
?
者
と
継

,
し
て
共
同
的
思
索
に
，耽
ら
ん

.が
為

め

、

新

た

に

.起

せ

し
所
の
思
想 

的

機

関」
(

序)

と

し

て

、.個
人

雑

誌
.「

社

会

問

題

研

究,-
を

.
一

九

一

九

年

か

ら
 

発

行

す

る

。.こ
れ

は

、

彼

の

人

道

主

義

的
' *
場

か

ら

科

学

的

社

会

主

義

へ

の

転 

換

を

示

す

も

の

で

、
.彼
は

こ

こ'に
、

マ
ル
，
ク
ス
.主

義

の

理

論

体

系

な

ど

を

解

説 

し

た

。

そ

の

第
 
一
ニ
冊
へ
一
九
一
ー
〇
年
三
月

)

に

はr

人

道

的

理

想

と自
然
的
法 

則
と
の
背
反
及
び
偕
調」

(

.一
ー
三
四
ぺ
丨
ジ)

と

題

し

て

、

フ
ー
フ
ジ
ス
革
命
当 

時
の
思
想
家
と
し
て
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
が

論
じ
ら
れ
て
い
る

.。
す
な

.わ
あ
.フ
ラ
ン
ス 

取

命

「

政
治
的
正
義」

，の
正
義
論
、

共
產
共
労
の
社
会
、

結
婚
の
廃
止
、
生 

殖
の
停
止
な
ど
を
紹
介
し
、
，「

私
は
今
よCV

十

六

年

前

伊

藤

証

信

氏

に

従

.
っ

て 

所

謂『

無

我

苑』

に

投

じ

た

頃

、
.
一
時
は
明
確
に
、
斯
か
る
世
界
の
映

像

.を

自 

身
の
頭
に
宿
し
て
居
た
こ

^
が
あ
，る」

.「

今
日
ゴ
ト
牛
ン

の
如
き
思

-S
家
の
著 

作
を
繙
く
時
、
自
身
の
古
き
日
誌
を
見
せ
ら
る
る
如
き
心
也
が

す
る」

■と
述
べ 

て
い
る
。
へ
そ
じ
て
.-
-
1政
治
的
正
義」

が
当
時
の
患
想
界

..に
及
ぼ
し

.た
影

.響
、
 

日
本
に
私
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

W
究
史

「

研
究
者」

、

コ
ン
ド
ル
セ
、

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
、
道
徳
的
抑
制
、
資
本
的
経 

済組
！
！

の
擁
護
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
後
半
生
な
ど
を
記
し
、

「

ゴ
ト
ヰ

ン

が

其『

政
治
上
の
正
義』

の
中
に
描
き
し
ユ
ト
ー
ピ
ア
は
、
 

マ
ル
サ
ス
：の
.『

人

口

の

原

理

』

の

為

め

'

全

く

当

時

の

政

治

経

済

に

関

す

る 

思
弁
の
世
界
よ
り
追
び
退
け
ら
れ
、
其
よ
り
暫
く
の
間
は
、

彼
の
女
婿
た
る 

詩
人
シ

エ
レ
ー

に
よ
っ
て
、
詩
に
吟
ぜ
ら
れ
歌
に
詠
ぜ
ら
る
る
に
止
る
こ
と 

と
為
っ
た
。
道
義
的
理
想
め
憧
憬
が
、
政
治
の
世
界
か
ら
詩
歌
の
世
界
に
、
 

暫
く
其
姿
を
隠
す
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
経
済
の
方
面 

に

於

て

は

、

所

謂

資

本

主

義

経

済

学

全

盛

の

時

代

と

な

り

、

人
口
.論

は

社

会 

主
義
的
思
想
の
氾
濫
を
防

_
す
る
為
の
有
力
な
るj

大
堤
防
と
し
て
、
今
に 

至
る
ま
で
長
く
学
者
の
援
用
す
る
所
と
な
っ
て
居
る
。
-(

三
一
マ
へ
ー
ジ)

と
嘆

-じ
て
い
る
。
そ
し
て

、

J 

. 

0
2
:
'
、

ル

を
経
て「

共
産
者
宣
言」

が
出
で 

て

時

代

は

.大
転
回
し
、

「

l
yL
び
詩
歌
の
王
固
に
上
り

.

.シ
エ
.■レ
|
に
よ
り

|1
:
-の
如

く

に

.
懸

け

ら 

.れ
し
道
義
的
理
想
は
、
嘗
て
は
哲
学
の
禁
苑
に
生
れ
、
ヵ
ン
ト
に
よ
り
祌
の 

.命
令
と
し
て
下
さ
れ

'^
絶
対
道
徳
の
要
求
は
、
今
や
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観 

の
指
示
す
る
如
く
、

経
済
事
情
の
進
歩
に
伴
ふ

.物
質

的

条

件

の

.完

備

に

因
 

り

、
.こ
の
因
果
世
界
の
自
然
的
法
則
と
、
.固
く
握
手
し
渾J

に
ー㈣
ム
ロ
し
て
、 

.
'正
に
.新
天
新
地
を
拓
か
ん
と
し
て
居
る
。
そ
は
霊
と
肉
と
の
一
致
で
，あ
る
、
 

心
と
物
と
の
融
合
で
あ
る
、
哲
学
と
.科
学
と
の
握
手

.で
あ
る
。
か
く
て
.マ
ル 

.サ
ス
の
為

.に
、
.自
然
的
法
則
め
権
威
を
以
て
、
.嘗V

て
は
千
万
里
の
空
の
彼
方 

に
退
け
ら
れ
し
吾
等

.の
理
想
は
、：'鼓
に
.マ
.ル
ク
■.ス
/に

よ

り

ノ

よ

り

強

き

自

然 

.的
法
則
の
権
威
の
下

.に
、
.吾
等
の
眼
前
に
招
き
寄
せ

.ら
れ
て
あ
る
。，.睛
、

^

七

七

(

ニ
九
七)



時
永
世
に
生
き
ん
と
す
る
者
は
、

神
の
祭
壇
に
身
を
献
げ
よ

。

」
(

三
四
べ
ー 

.

.

ジ)

. 

.

と
結
論
す
る
。
こ
の
文
章
の
み
を
見
る
と
、
'
.

ゴ
ド
ウ
イ
ン—

シ

エ

リ(

詩)

一

.

.
カ

ント(

哲

学)

.

.マ

ル

ク

ス
.

マ

ル

サ

ス

丨
> 資

本

主

義

経

済

学

.

と

し

う
つ
な
が
り
に
な
っ
て
、
人
道4H

義
的
立
場
を
濃
厚
に
残

し

て
マ
.ル
ク
ス 

と
理
想
主
義
の
関
係
を
醫
し
、
ゴ
ド
ウ
イ
ン
は
道
義
的
理
想
の
祖

と

し

て
重 

要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と

と

な

る

。
だ
が
河
上
に
と
つ
て
は
、
ゴ
ド
ウ
イ
ン
ま

政

還

動

置

擧

f

Q
疆

的

璧

唐

雰

一

人

で

t

、
そ
の
特
徴

を

^
'す

も

の

は

結

婚

を

鹿

止

し

.
不

老

不

死

を

も

夢

見

る

よ

う

な
'-
-
.空
想
；の 

世
界」

で
あ
っ
て
、.
ト
ル
ス
ト

'イ
の
馨
を
受
け
て
絶
対
的
非
利
己
主
義「

無 

我

の

愛」

；
に

共

感

し

た

頃

の

，

「

自

身

の

言

晶」

に

^.
す
.る
よ

う

な

固

、

勺 

感
慨
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
す
な

.わ
ち
そ
の
空
想
性
に
の
み
眼
を
奪
わ
れ
、
 

こ

れ

を

皇

の

.未
熟
な
段
階
に
ひ
き
比
べ
る
の
に
急
で
、
ゴ
ド
ウ
イ
シ

o f
 

を
な
す
権
力
批
消
私
有
財
産
批
判
の
も
つ
意
味
も
、
ま
た

メ

ン
ガ
ー
"
福
日 

が
着
目
し
た
財
産
論
社
会
主
鐘
論
に
お
け
る
意
義
も
、
社
会
主
義
者

、

 ̂

上
は
理
解
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
河
上
は
、

そ

の

名

著「

資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展」

(

京
部
、
 

弘
文
堂
書
房
、1

九
ニ
三
年
、
大
正

'三
年)

に
、

ス
.ミ
ス
の
先
駆
者
か
ら

ラ
ス 

キ
ン
に
至
る
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
思
想
を
叙
述
し
、
そ
の
第
三
章
第
一 

節
で
マ
ノ
サ
ス
の
人
口
論
を
説
い
て
、

「

マ
ル
サ
ス
の『

人
口
：原
理
論』

が
公 

に
さ
れ
た
当
時
の
思
想
界
の
大
勢」

.
と
題
し
て
、「

政
治
上
の

正
義」

と

.フ
ラ

ン

.
七

八

(

ニ
九
八)

ス

革

命

、

「

政

治

上

の

正

義

」

.
に

見

わ

れ

た
ゴ
ド
牛
ン
の
思
想
、

私
有
財
産
甜 

の
否
認
、
社
会
各
員
の
間
に
お
け
る
労
働
の
分
担
、
人

間

の

完

盡—

理
性 

の
力
に
よ
る
罪
悪
及

び

震

の

根

絶

、

「

政
治
上
の
正
義」

が
当
時
の
思
想
界 

に
及
ぼ
せ
し
影
響
、
：
ゴ
ド
ヰ
ン
の

.「

研
究
者」

、

マ
ル
サ
ス
の「

人
口
原
理
論」

,l

H
_
p
:
II

i

れ
た
こ
と
を
重
視
し
、
ゴ

J

ィ
ン
を
空
想
的
共
産
主
着

の

•
一
人
と
し
て
、

そ
の
財
産
制
春
認
の
根
拠
は
全
く
倫
理
的
で
あ
る
と
し
て
、
財
産
論
を
主
に 

紹
介
し
て
い
る

。
'
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は

「

政
治
的
正
義」

初
版
、
三
坂
、

S
t 
版
の
序
文 

Paul、
w
l
l
l
f

 Godwiyi, 

Zenker, 

A
m
r
c
h
i
s
m
m

な
ど
で
、
そ
の

内

容

は

会

問

題

研

究

1-
と
ほ
と
ん
ど

.変
ら
な
い
。
河
上
文 

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
思
想
を
吟
味
す
る
と

.い
い
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
彼
の
意 

見
は
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

n
上

f
こ
の
書
に
■つ
い
.て

「

何
人
の
著
作
を
も
真
似
た
も
の
で
は
な
く

、
.
 

そ
の
体
系
は
、
覚
束
な
く
も
著
者
独
得
の
要
求
に
よ
り
、
醫

S

成
を
も
っ 

ナ
も
の
な
の
で
あ
る
そ
れ
は
、
筆
を
利
己
的
活
動
是
認
の
思
想
に
起
し
、

利 

己
的
活
彭
否
認
の
思
想
を
も
っ
て
卷
を
結
ん
で
ゐ
る」

( 「

自
叙
伝」

第

5

一
 

六
三
ぺ
ー
ジ)

と
そ
の
特
徵
を
自
讃
し
て
い
る
。

そ
し
て
特
に

「

個

人

主

義

(

資 

本
主
義)

及

び

社

含

義」

を
附
録
と
し
、

そ
こ
で
こ
の
ニ
つ
を
、
社
会
が
そ 

の
成
員
の
物
質
的
生
活
に
対
し
て
有
す
る
責
任
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
、
固
人 

主
義
社
会
と
社
会
主
義
社
会
の
差
異
を
、

一
、

無
意
識
的
法
則
と
意
識
的
法 

貞

ニ

利

己

主

義

と

利

他

主

義

、
三
、
経
済
政
策
上
の
放
任
と
管
里
、
四
、
 

生

存

権

の

否

認

と

是

認

、

五

、

生

産

手

段

の

私

有

制

と

公

有

制
、
六
、
営
利

9

生
産
と
自
足
的
生
産
、
に
求
め
た
。
河
上
は
正
統
学
派
の
根
本
思
想
に
お
け
る 

ニつの特徴すなわち資本主義の永遠性と個人の利己的活動の是認 

に
対
し
、
前
者
に
反
対
す
る
も
の
を
社
会
主
義
者
、
後
者
に
反
対
す
る
も
の
を 

人
道
主
義
者
と
し
、
後
者
は
少
く
と
も
社
会
主
義
の
父
で
あ
る
と
い
っ
て
、
後 

者
に
属
す
る
力—

ラ
イ
ル
、

ラ
ス
キ
ン

.に
重
要
な
地
位
を
与
え
たQ

で
あ
る
。
，
 

河

上

は「

資
本
主
義
経
済
学
に
対
す
る
疑
惑
の
歴
史
が
、
先
ず
此
の
利
己

.的
g 

動
に
対
す
る
非
難
攻
撃
を
以
て
開
始
さ
れ
た
こ

.と
も
、
亦
た
自
然
の
说
行
と
看 

做
す
べ
き
で
あ
ろ
う」

と
述
べ
た
。(

六

〇

四

ぺ

ー

ジ

)

こ

の

正

当

な

る

提

言

が 

ち
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
当
然
に
デ
ィ
ガ
ー
ズ
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
、
 

オ
ウ
ヱ
ン
の
名

.が
浮
か
び
，
特
に
利
己
心
を
完
全
に
否
定
し
て
生
存
権
に
も
と 

づ
く
財
産
秩
序
を
求
め
た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

.は
、
非
利
己
的
人
道
主
義
的
経
済
思
想 

の
祖
と
し
て
大
き
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
に
、
カ
ー
ラ
イ
レ
、
ラ
ス 

キ
ン
に
そ
の
席
を
譲
っ
た
の
は
認
識
の
欠
如
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。〔

「

資
本 

主
義
経
済
学
の
史
的
発
展」

は
、

日
本
に
お
け
る
最
初
の
経

済

学

史
で
、
‘
そ
D

^

•
一
 
九
一
一
七
年(

昭

和

一

一

年

)

に

お

け

る

河

上

肇

の

馨

学

史

の
講
義(

京
都
大
学)

の

馨

と

な

り

、

加

筆

さ

れ

て

「

経

済

学

大

綱

」
(
「

九

二

八
年
、
昭
和
筆

、
経
済 

学
全
集
第
一
巻
、
改
造
社)

と
な
っ
た
が
、■
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
部
分
に
は
ほ
と 

ん
ど
変
化
が
な
い
。〕

.

ほ
か
.に
河

上

肇

の

'ゴ

ド

ウ

ィ

ン

に

対

す

る

直

接

の

関

心

を

示
す
も
の
と
し
て 

は

「

政
治
的
正
義J

の

一

部
が
岩
城
忠
ー
に
ょ
っ
て「

財
産
論」

(

一
九
二
三 

年
、
大

正

三

年

、
棄

、
大
村
書
店)

と
し
て
わ
が
国
で
初
め
て
邦
訳
さ
れ
た

_
 

時
、
河
上
が
寄
せ
た
序
文
が
あ
る
。
即
ち
、

•「

第
十
八
世
紀
の
末
葉
に
公
に
さ
れ
た
著
書
の
う
ち
、

ゴ
ド
ヰ
ン
の

『

政 

日
本
.に

お

け

る

ゴ

ド

ウ

ィ

ン

研

究

史

治
猶
正
義』

と
マ
ル
サ
.ス
の

『

人
口
の
原
理』

と
、

こ
の

一
一
つ
の
も
の
ほ 

ど
、
当
時
の
思
想
界
に
著
し
き
影
響
を
与
へ
た
も
の
に
無
い
。

さ
う
し
て

其 

.

等
の
影
響
は
爾
来
百
数
十
年
を
経
過
し
た
今
の
世
に
、

な
ほ
其
の
余
波
を 

及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
。

今
此
等
有
力
な
る

I

且
つ
互
に
離
す
ベ
か
ら
ざ
る
関
係
を
有
す
る——

 

一

一

個

の

古

典

的

文

献

が

私

の

共

に

.親
し

く

し

て

.い
る
一
一
人
の

学

士

に

よ

り

、
 

I

前
者
が
岩
城
学
士
に
よ
り
、
後
者
が
谷
ロ
学
士
に
よ
り
、

I

略
ぽ
寺 

.を
同
う
し
て
我
が
日
本
語

.に
忠
実
に
‘翻
訳
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
私
の 

特
に
喜
び
を
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
，

そ
し
て
河
上
は
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
に
対
す
る
彼
の
個
人
的
興
味
の
証
拠
と
し
て
、
 

「

社
会
問
題
研
究」

の

例

の

「

今
日
ゴ
ド
ヰ
ン
の
如
き
思
想
家
の
著
作
を
ひ
も 

と
く
時
、
自
分
自
身
の
古
き
日
誌
を
見
せ
ら
る

X
如
き
心
地
が
す
る
。
云 

の
章
句
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ

に

よ

っ

て

も

、
ゴ
ド
ゥ
イ
シ
に
関
す
る
河
上

の

知
識
は「

社
会
問
題
研
究j

以
来
少
し
も
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
得
よ

う。

一
.
； 

•
 

■

.

な
.お
こ
の
訳
書
は
、

第

.

一

版

の

第

八

章「

財

産

論」

の
.み

の

全

訳

で

あ

る 

が
、
.訳
者

に

よ

る「

無
政
府
主
義
者

#
リ
ア
ム

•
ゴ

ド

井

ン(

彼
の
経
歴
、
彼 

の
周
囲
、
及
び
彼
の
思
想
な
ど)

」

を

収

め

て

い

る

。

こ

れ

は

W
具

CQ
&

(»
*

Introductory 

Note, 

Brailsford, 

Stephen, 

D
i
c
t
i
o
m
r
y

 ̂

Biography, Beer, Eltzbacher, Kent, Ramus, 

Saitzeff, Held, A
d
l
e
r

m* 

E
i
n
h
i
t
u
n
g

な
ど
を
参
照
し
た
も
の
で
、

当
時
と
し
て
，は
詳
細
な
も
の
で
あ 

る
。

.

‘
七

九

(

ニ
九
九)



:
•
.四

.土

田

杏

村

こ
.れ
に
対
し
て
、:

ゴ
ド
ウ
ィ

.ン
：
に

対

す

る

強

い

.個

人

的

関

心

を

示

し

た

の
 

は
京
都
大
学
私
お
い
て
河
上
の
影
響
を

.も
受
け
た
土
田
杏
村(

一
八
九 
一
I 

1

九
三
五
年)

で
あ
っ
た

。
.彼
は
、
新
力'

X

ト
，派

哲

学

に

も

と

づ

く

文

化

主

義 

を

^
榜
し
哲
学
の
立

場
か

ら
、
社
会
問
題
や
マ
ル
ク
ス
主
義
を
論
じ
、
後
年 

国
粋
主
義
化
す
る
が

1
大

正

期

に

は

強

い

自

由

主

義

的

傾

向

を

.も
'
っ

て

い

た

の 

で

あ

る
。
：
.
'
. 

.

‘彼

は

、

外

来

思

想

の

考

察

整

理

の

結

果

を

社

会

.に

報

告

す

る
た
め
と
称
し
て 

個

人

雑

誌「

文
化」

，を
発
行
し
、
.

ボ
ル
、ゾ
エ
ヴ
ィ
ズ
ム
、：
，ル
.ソ
.

1
、

マ
レ
ク 

ス
、

ア
ナ
ー
キ
X
ム
、

ギ

ル
ド
社
会
主
義
な
ど
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
論
評
し
で
、
そ 

の

看

四

•
五
号(

一

九
ニ
ニ
.年)

に
は
、
1

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
理
想
社
会
論
、

2

コ
ド
ウ
ィ
ン
と
マ
ル
ク
ス
と
文
化
主
義
、
3

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
現
社
会
批

.評
論
、

4

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
社
会
改
造
方
法
論

.と
い
ぅ
内
容
で
、

「

ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
の
研
究」

.を
特
集
し
た
。

o

「

コ
ト
ウ
ィ
ン
の
理
想
社
会
論」

(

マ
'ル
ク
ス
と
の
比
較
、
全
体
的
特
色
、
.
 

理
想
的
社
会
、
真
の
幸
福
、
到
達
は
可
能
か
、
生
存
権
論
の
.根
拠

、
：
生

産

の

場

合
) 

に

お

し

て

は

彼

は

マ

ル

ク

ス

の「

ゴ
ー
タ
綱
領
批
判」

を
吟
味
し
、
そ
の
理 

想
社
会
の
特
徴
は
、

一
、
個
性
の
絶
対
的
包
容
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
で
あ
り

、
.
.
ニ
、
 

労
働
全
収
権
の
否
定
で
あ
り
、.
三
、
' 強
制
力
の
存
在
の
否
定
で
あ
り
、
四
、

労 

働
の
.自
己
：

D
I

的
徙
で
あ
る
と
な
し
、
こ
れ
は
要
す
る
に
ア
ナ
I
キ
ズ

A
,の
理
想 

社
会
な
り
と
い
っ
て
無
政
府
主
義
に
注
目
し
、

「

余
り
に

現
代
的
な
る
多
く
の 

独
創
思
想
を
含
ん
で
居
る」

ゴ
ド
ウ
イ
ン
の「

政
治
的
正
義」

を
と
り

あ

げ

る

。

.

'
八
〇

■(111 〇
〇
)

す
な
わ
ち
、

「

私
は
マ
ル
：ク
ス
が
、『

資
本
論』

の
如
き
大
著
を
為
さ
ず
、
た
^

『

ゴ
オ 

タ
綱
領
批
評』

、のT

短
篇
を
書
い
た
許
り
で
歴
史
の
上

2
り
消
え
去
っ
た
と 

し
て
も
-

な
枝
且
つ
彼
を
類
例
稀
れ
な
る
社
会
思
想
家
で
あ
る
と
推
奨
し
よ 

ぅ
が
、
併
し
若
し
我
々
'が
マ
ル
ク
ス
を
右
の
如
ぐ
に
取
扱
っ
た
と
す
る
な
ら 

は

我

が

ウ

イ

リ

ア

ム

•
ゴ
ド
ウ
イ
ス
を
取
敗
ふ
事
は
、
な
ほ
且
っ
：此
れ
に 

k
る
と
も
劣
る
こ
と

.の
あ
っ
て
な

.ら
な

い
も
の
で
あ
る
。
ゴ
ド

ウ

イ

ン

の

理 

想
社
会
論
は
、

.マ
ル
ク
ス
の
其
れ
ょ
り
も
、
ず
っ
と
緻
密
に
分
析
せ
ら
れ
、
 

解
明
せ
ら
れ
て

'居
る
。…

…

マ
ル
ク
ス
の
理
想
社
会
論
が
、
文
化
主
義
の
立 

場
よ
り
見
て
多
大
の
興
味
を
惹
き
得
る
如
く
、
ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
其
て
は
其
の 

す
べ
て
の

.部
面
に
於
て
、
我
々
文
化
主

着

に

暗
示
す
る
甚
だ
多
く
の

I
 

を
包
含
す
る
。」

.(

三
巻
四
号
、

一
八
九—

九r
v

へ
ー
ジ)

そ
し
.て
、ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
ア
ナ

-
-キ
ズ
ム
の
世
界
を

'
ベ

I
ア
に
従
っ
て
、
r

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

a
n

l
y

\
2

.

 

l
i
t
i
G
n

 

c
f

 

P
H

I

 

p
l
r
t
y
,

 

3. 

a
b

l
e

 

I

n

 of 

i

l
 户 

g

f

E

 

H

I

cn

. 

^

0

1

 

l
o
t
i
o
n

 to 

s
o
c
i
a
l

 

d
u
t
y

 

a
n
d

 

j
u
s
t
i
c
e

 

と
特
色
づ
け
'

.「

此
等
の
.諸
点
を
前
掲
の
' 

マ
ル
ク
ス
の
理
想
社
会
の
特
色
と

比
較
し
i

 

る
に
'
其
の
間
我
々
は
何
等
の
相
違
を
も
認
め
る
訳
に
は
い
か
ぬ
。
両
者
太 

全
く
同1

の
こ
と

を
主
張
し
て
居
る
。
而
し
て
ボ
リ
シ
エ
ー
ヴ
イ
ズ
ム
の
レ 

H

 

-1.
ン
は
マ
ル
ク
ス
、の
證
社
会
を
自
ら
の
理
想
社
会
と
し
て
憧
憬
し
て
苦 

る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
ポ
リ
シ
H

I

ヴ
イ
バ
ム
の
理
想
は
此
れ
亦
ゴ
ド
ウ
イ 

ン
の
其
れ
と
全
く
同
一
の
も
の
だ
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。」

(一

九
ニ
べ
ー
ジ)

と
断
ず
る
。

そ
し
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

.の

「

絶
対
に
理
性
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
た
個
人
1 _ 

が

「

社
会
に
対
し
て
悦
ば
し
き
奉
仕
を
為
す」

と
い
う
説
を
、

「

真
理
だ
と
思 

.う」
「

正
し
く
一
 

の
人
格
主
義
で
あ
る」

「

ゴ

ド
ウ
ィ
ン
は
た
气

^
立
勺
、
自 

律
的
人
格
の
概
念
を
其
の
究
極
ま
で
押
し
詰
め
て
行
っ
て
、
其
の
途
中
に
毫
末 

の
妥
協
を
も
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。」

と
賞
讃
し
、
ま
た
そ
の
理
想
社
会
は
、
 

「

人

間

努

力

の

無

限

究

極

点

で

あ

る

。
，
存

在

の

人

間

歴

史

の

一

点

に

、

存 

在
的

.に
限
定
せ
ら
れ
た
一
個
の
ユ
ウ
ト
ピ
ア
で
は
無
い
。
司
時
に
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
の
理
想
社
会
は
、
.我
々
が
何
等
の
意
識
的
努
力
を
用
ひ
ず
と
も
、
_

か
ら 

成
立
し
て
居
る
自
然
的
社
会
で
は
無
い
。
多

く

の

ユ

ウ
ト
ピ
ア
論
者
は
、
理 

.

.想
社
会
を
皆
な
此
の
如
き

.自
然
的
安
楽
境
と
し
て
空
想
し
よ
う
と
し
た
が
、
 

.

(

社
会
主
義
者
に
も
ア
ナ
ア
キ
ス
ト
に
も
其
の
例
は
沢
山
に
あ
る
。)

ゴ
ド
ウ 

ィ
ン
は
何
等
さ

.う
し
た
論
理
的
誤
謬
に
陥
る
事
が
な

.か

っ

た.0
へ

一

九

七

ぺ—

ジ)

と

、

そ
の
人
格
主
義
的
、

理
蜜
義
的
面
を
賞
揚
す
る
。
.「

其
の
他
の
多
く
の 

社
会
主
義
者
や
ア
ナ
ア
キ
ス
ト
に
比
較
す
れ
ば
、
.
少
く
と
も
存
在
と
当
為
と
の 

関
係
に
就
い
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
ほ
ど
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
居
た
も
の
は
無
い
よ 

う

、
で

あ

る

。

」

そ

し

てI

、

平

等

、

芸

術

'

知

識

の

す

べ

て

の

人

間

へ

の

開
 

放
、
す
べ
て
の
人
間
の
進
歩
、
正
義
と
端
正
と
の
情
操

_
_
。

「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
か
う
し
た
徹
底
理
想
主
義
を
、

間

違

っ

て

雪

と

い

ふ 

も
の
が
あ
る
な
ら
は
へ
其
れ
は
然
か
批
評
す
る
も
の

X
方
が

.間
違
っ
て
.居
る 

と
私
は
思
ふ
。
此
の
麗
主
義
の
眼
よ
り
批
判
し
て
、
現

在

社

含

雙

や
 

慣
習
に
匡
正
す
可
き
も
の
を
見
出
し
た
と
す
れ
ば
、
我
々
は
自
己
の
理
想
主 

義

の

倡

念

に

边

実

な

ら

ん

.
が

為

め

に
、
最
も
大
胆
に
、
自

由

に

其

の

匡
正
の

日
木
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史

•

斧
鉞
を
下
す
可
き
で
あ
る
。
其
れ

.は
独
立
自
由
の
人
格
に
負
荷
せ
し
め
ら
れ 

た
る
人
間
責
務
の
遂
行
で
あ

る

。

」
(

一
九
八
ぺ
ー
ジ)

.
つ
い
で
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
財
産
論
に
入
り
、

「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
自
由
平
等
論
は
、

一
片
の
形
式
的
劃
一
的
の
其
れ
で
は
無 

V

其
れ
は
各
人
の
個
性
を
十
分
に
包
容
し
た
る
具
体
的
、
立
体
的
の
も
の
で 

あ
る
此
の
事
を
考
ベ
出
し
た

と
こ
ろ
に
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
思
想
不
朽
の
土 

命
を
持
っ
た」

(

一
九
九
。へ
ー
ジ)

.

と
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
反
画一

主
義
に
高
い
評
価
を
与
え
る
。そ
し
て
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
が
、.一

面
で
は
生
存
権
論
の
、
他
面
で
は
労
働
全
収
権
論
の
最
初
の
科
学
的 

主
張
者
で
あ
る
が
、後
者
ば
経
過
形
態
で
、そ
.の
根
本
に
お
い
て
は
労
働
全
収
権 

.論

の

徹

底

馨

定

者

で

あ

る

こ

と

、
労

働

の

個

別

性

、

正

義

的

生

産

を

強

調

し

、 

「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
憧
憬
れ
た
理
想
社
会
で
は
、筋
肉
労
働
と
精
神
労
働
と
の
反
対 

な

く

、

又

労

働

ば

単

に

生

活

へ

の

手

段

で

は

無

く

し

て

、
.其

れ

自

身

が

生

活

欲 

求
で
あ
る
事
は
、以
上
の
叙
述
で
分
明
で
あ
る
。
要
言
す
れ
ば
、
a ：
々

の
生
话
太 

其

の

す

ベ

て

の

断

面

に

於

て

手

段

的

で

は

無

く

自

己

目

的

々
で
あ
る

。
.此
'

太 

マ
ル
ク
ス
が
.コ
オ
タ
綱
領
に
主
張
し
た
と
全
く
同
じ
い
も
の
に
な
っ
て
罟
る
か 

で
あ
る」

(

ニ
◦
五

。へ
ー
ジ
。

っ
コ
ー
タ
綱

領

批

判」

の
誤
り)

と

結

論

し

て

い

る

。

:

⑵

「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
マ
ル
ク
ス
と
文
化
主
義」

は
、

1
の
主
張
を
く
だ
い 

.て
説
明
し
た
対
話
で
、

,「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
理
想
社
会
，は

マ

ル

ク

ス
の
其
れ
と
全
く
同
一
の
も

の

で 

は
無
い
か
。

ゴ

ド
ウ
.ィ
ン
の
社
会
思
想
は
極
端
な
邪
説
だ
な
ど

X
思
ふ
も
の 

が
あ

.っ
た
ら
大
変
の
間
違
ひ
だ
。
僕

は
マ
ル
ク
ス
を
偉
い
と
思
ふ

と
全
く
同 

.等

め

程

度

で

ゴ
..ド
ウ
ィ
シ
.を
偉
い
..と
し

て
尊
敬
す
る
。

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
太
危

^

八 
一

.(

三
0
1)



:i
こ
ろ
：か
、
非
常
に
冷
静
な
理
昝
を
持
っ
た
正
し
い
人
物
だ
。」

「
我
々
が
本
当
に
真
剣
に
な
っ
て
人
生
の
意
味
を
考
へ
れ
ば
、，V
か
う
し
ヒ 

社
会
を
理
想
と
し
て
想
望
す
る
の
は
理
の
当
然
で
は
無
い
か
。
ゴ
ド
ウ
イ
ン

.
 

ゃ
。マ
ル
ク
ス
の
.究
極

®
想
世
界
ば
非
常
に
立
体
的

.に
統.

j

の
出
来
た
社
会 

た

.
H

人

工

的

な

^
倫
理
的
な
強
制
が
無
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
各

、
 

.

.の
個
性
が
其
の
ま
、
に
許
さ
れ
、
包
容
さ
れ
て
、
し
か
：も
整
然
た
る
統
一
を 

持
っ
て
居
る
。

文
化
主
義
の
理
想
社
会
が
即
ち
其
れ
な
ん
だ
：。」

(

ニ 
ー
 

O

I 

.
ニ

ニ

べ 

r 
ジ)

:

-

と〜

よ
，
う

に

コ

ド

ウ

イ

ン

と

マ

ル

ク

ス

.
の

理

想

社

会

を

彼

の

文
化
主
義
の 

立
場
か
ら
大
い
に
称
揚
し
て

.い
る
。
例
の
，人
間
不

死

の

主

張

に

つ

い

て

も

、
.
理 

想
に
対
す
る
絶
対
侬
拠
の
信
念
で
あ
り
、

ヵ
ン
ト
と
共
通
点
を
も
つ「

等

、
と

.
 

こ
ろ」

と
い
つ
て
い
る
。

コ
ト
ウ
イ
ン
の
現
代
社

'^
批
評
論」

は
、

⑴
の
続
き
で
あ
っ
て
、

剰 

余
伽
値
論
現
代
の
奴
隸
制
、
犯
罪
と
戦
争
、
贅
沢
支
配
名
誉
心
、
人
格
の
•虫 

立
、

の
項
か
ら
な
る
。
先
.ず

「

政
治
的
正
義」

よ
り
、

»

:

「

文
叨
国
に
あ
っ
て
は
、
•
鐵
は
艇
々
彼
の
労
働
に
よ
っ
て
生
産
し
た
も 

の

土一

十

分

の

一

よ

り

以

上

を

消

费

し

な

い

の

に

、
.
彼

の

隣

人

の

富

者

は

恐 

ら
く
は

.

11

十
人
の
労
働

S

労
働
の
生
産
物
を
消
货
し
て
い
る」

.H

 . 

Justice, p. 40.)

を
引
用
し
、
こ
の
中
に
、

一
、
剰
余
価
値
の
考
え
方
、11 、

剰
余
価
値
と
全
生

.

産
価
値
と
の
比
率
を
見

I

え
方
、
の
二
つ
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
。
す
な

b 

ち
ェ
業
製

;
も
含
め
て
全
生
產
量
と
生
産
者
の
消
費
量
が
ニ
十
対
ー」

ょ
ら
、
社

八

ニ

H

Q
一

)

つ

い

，で

財

産

を

本

位

と

す

る

現

代

の

.
奴

隸

制

に

対

す

る

ゴ

ド

ウ

ィ
ゾ

の
批
判 

'

を
、「

全
く
其
の
通
り」

'
と

肯
定
し
、

犯
罪
、
I

、
共
同
作
業
お

ょ

び

共
同 

I

の
否
定
に
つ
.
い
て
.述
べ
そ
、
⑷
.「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
社
会
改
造
方

法

論

」

に

(4「

コ
ト
ウ
ィ
ン
の
社
会
改
造
方
法
論」

は

、

根
本
的
立
場
、

信

念
の

変
 

化
、
.暴
力
の
否
定
、
の
項
か
ら
な
り
、
暴
力
と
侵
入
を
排

し
、
相
手
に
農

独
 

.立
的
に
自
説
を
認
め
さ
せ
る
と
V

 
土

田
の
立
場
か
ら
し
て
、

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の 

社
会
改
造
論
が
全
面
的
に
容
認
さ
れ
る
。
：
た
だ
し
こ
の
稿
に
っ

、，
て
の
土
.田 

は
、」

単
に
ゴ
.ド
‘ヴ
十
ン
の
暴
力
否
定
を
紹
介
す
る
の
み
で
、「

甘
い
ロ
マ
ン
チ
シ 

> x
ム
の
空
気
に
.酔
っ
て
居
る
革
命
讃
美
者
に
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
か
ぅ
し
た
於 

.
さ
力
わ
.か
る
.ま
い」

.(

一K

八
べ

-
ジ)

と
い
っ
て
一
切
学
問
的
な
検
討
を
加
え 

す

こ

ぅ

し

て

二

号

に

わ

た

る「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
：研
究」

：は
、

い
さ
さ
か
I
 

蛇
尾
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

土
.田
の
研
究
は
あ
ま
り
注
0

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
_最

史
的
な
研
究
で
も

済
学
者
の
福
，田
證
が
生
存
権
と
全
労
働
収
益
権

に

問

題

を

限

り

、
社

塗

義
 

渚
の
河
上
肇
は
ほ
：と
ん
ど
単
な
る
紹
介
の
域
を
出
な
か
っ
た
の
に
比
し
て
、

哲

論
、
正
義
論
、
財
産
論
、
社
会
批
判
、
経
済
論
、
本
命
論
な
ど
、
人
口
論
や
法 

律
論
を
除
い
て
は
、

「

政
治
的
正
義」

の
主
要
問
題
に
論
及
し
て
い

る

こ
と
。
 

お
そ
ら
く
彼
は
日
本
に
お)

て
こ
の
書
を
克
明
に
読
ん
だ
最
初
の
人
で
ち
ろ 

う

第

二

に

、
ゴ
ド
ウ
イ
ン
に
つ
.い
て
独
I

見
地
か
ら
高
い
評
肺
を
与
t

こ
と
。
福
出
も
ゴ
ド
ウ
ィ

'ン
に
注

3
1し
た
が
、
そ
の
評
価
は
メ
ン
ガ
ー
の
受
け

.
 

売
り
で
あ
る
の
に
対
し
、

土
田
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を
新
力
ン
卜

派
的
な
理
想
主 

義

彼

の

.標
榜
す
る
文
化
主
義
と
し
て
理
解
し
、
自
己
の
思
想
と
共
通
す
る
の 

を
見
て
絶
大
の
賛
辞
を
赠
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
マ
ル
ク
ス
と
の
共
通
点 

を
強
調
し
た
こ
と
。

土
田
は
も
ち
ろ
ん
理
想
主
義
者
と
し
て
唯
物
史
観
を
甲 

け
、

革
命
を
排
し
た
が

"「

ゴ
ー
タ
綱
領
批
判」

の
理
想
社
会
に
共
鳴
し
、
ゴ 

ド
ウ
ィ
-ン
の

理

想

社

会

は

「

こ

れ

と

全

く

同

一

」
「

マ
ル
'ク
ス
の
其
れ
よ
り
も
、
 

ず
っ
と
緻
密」

と
考
え
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
中
に
剰
余
価
値
論
を
見
る
と
い
う 

の
は
素
朴
と
し
て
も
、

「

ゴ
.丨
タ
綱
領
批
判」

と
の
比
較
は
十
分
意
味
の
あ
る 

と
と
で
あ
る
。(

私
は一

九
六
四
年
に
拙
著「

ウ
ィ
リ
ア
ム

•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.研
究」 

執

證

時

、
不
明
に
も
こ
の
土
出
の
雑
誌
に
気
づ
か
ず
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
マ
ル
ク
ス 

の
第
一一

段
階
を
比
較
し
て
、

「

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
構
想
の
よ
り
多
き
実
現
が
不
可
欠
の 

前
提」

.「

"ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
と
い
う
母
斑
"
.を
脱

し

、
.
"
分

業

の

下

に

お

け

る

個 

々
人
の
奴
隸
的
依
存
ノ
そ
れ
と
共
に
精
祌
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
が
消
滅
"

す
る 

マ
ル
ク
ス
の
社
会
と
は
、
全
体
の
利
益
を
理
性
的
に
追
求
す
る『

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
的
it 

界』

と
好
局
は
極
め
て
似
た
も
の
で
あ
ろ
う_

，(

.一
八
ぺ
丨
ジ)

「

マ
ル
ク
ス
の
共
産 

主
義
第一

1

段
階
の
構
想
は
、‘
.疑
い
も
な
く
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
.ヴ
.
.ィジ
.
3ン
を
継
承
す
る 

も
の
で
あ
っ
た」

.(

三
四
ニ
ぺ
丨
ジ)

.
と
述
べ
た
が
、

日
本
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な 

考
え
は
す
で
.に
四
ニ
年
前
に
存
在
し
て
い
た
。

)

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
ゴ
ド
•ウ
ィ
ン
研
究
史
を
か
え
り
み 

る
と
、

.
マ
ル
サ
ス
の
紹
介
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
国
家
主
義
的
傾

向

で

、
福
田 

に

至

，っ

て

ゴ

ドウ
ィ
ン
を
高
く
評
価
し
た
が
そ
の
無
政
府
共
産
主
義
に
は
達
せ 

ず
、
社
会
主
義
者
河
上
は
、
.逆
に

.ゴ
'
ド

ウ

ィゾ

の
空
想
性
し
か
見
な
か
っ
た
。

.

日
本
に
•お
け
る
ゴ
ド
.ウ
イ
ン
研
究
史

こ
ぅ
し
て
全
面
的
検
討
は
土

m
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
が
、
土
田
は
そ
の
倫
理
思
想 

に
傾
倒
す
る
の
あ
ま
り
、
思
想
史
的
、
経
済
学
的
検
討
を
行
い
え
な
か
つ
た
の 

で
あ
る
。(

未
完)

V 

本 

氺

氺

.

附

•

関
係
文
献
リ
ス
卜(

戦
前)

大
鳥
貞
益「

馬
爾
丟
斯
人
口
論
要
略」

、

苋
京
、
東
洋
社
、

一

八
七
七
年(
明
台
一

〇
年)

。
 

.

煙
山
専
太
郎「

欧
米
列
国
に
於
け
る
無
政
府
主
義」

、

同

著

「

近
世
無
政
莳
主
^
,

所
収
、
早
稲
田
狻
書
、
朿
京
、
東
京
専
門
学
校
出
版
部
、

一
九
〇
ニ

年(

明
治
三 

五
年)

。

福
田
徳
三「

生
存
権
.

」
「

労
働

権」

、「

経

済

大

辞

書

」

所

収

、
東
京
、
同
文
涫
、
全 

九
冊
、

一
九
二

—年

(

大
正
ニ
年)

。
同

著「

経
済
学
考
証
完」

に
?9
録
、
屯 

京
、
佐
藤
出
版
部
、

一
九r

八

年(

大
正
七
年)

。

福

田

徳

三「

ま
る
さ
す
人
口
論
出
版
当
時
ノ
反
対
論
者
特-I

生
存
権
論
者」

、
経
済 

論

叢(

京
都
法
科

^
子)

第
一
一
巻
第
五
号
、

一
九
一
六

年
‘(

大
正
五
年)

。
前「

し 

「

経

済

学

考

証{元」

に
再
録
。

.

河
上
肇. 「

人
l

i

n

法
則
とq

背

S

び
S

」
「

社

会

麗

研

究」

第

_
1ニ
冊
、

一
九
二
〇
年'

(

大
正
九
年)

三
月
、
京
都
、
弘

文

堂

壽

。
ほ
と
ん 

ど
同
じ
.内
容
が
、

同
著.r

資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展」

、

京
都
、
弘
文
堂

書 

房
、‘ 一

九
一一

三

年

.

(

大
正1

1

一
年)

、

第
三
章
第1

節

の

中「

マ
ル
サ
ス
の『

人 

ロ
原
理
論』

が
.公
に
さ
れ
た
当
時
の
思
想
界
の
大
勢」

に
洱
録
さ
れ
て
い
る
。

土 

和

-「

コ
ト
ウ
イ
ン
■の
理
想
礼
会
論」

「

ゴ
.ド
ウ

イ
ン
と
マ
ル
ク

ス
と
文
匕
主 

義J
、

「

文
化」

三
巻
四
号
、
：

|

九
ニ
ニ
年(

大
正j

一
年)

。

土
ほ
杏
村「

ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
現
社
会
批
評
論
ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
社
会
改
造
方
法
論
、

,「

文
化」

11.1

巻
五
号
、

一
九
.

一

一
一
一
年(

大
正
一
一
年

)

。八

三

g

Q

e



:

津
田
誠一

「『

政
治
的
正
義』

と

『

人
口
論』

/
 T

三
田
学
会
雑
替
' 

一
七
巻
一
号
、

.
1

九
ニ
三
年
.(

大
正
三
年

)

一
月
。

岩
城
忠一

.
「

無
政
府
主
馨
井
リ
ア
ム
.

ゴ
ド
并V

 

(

彼

の

経

歴

、

彼

の

周

囲

、
.
及 

，
び

彼

の

思

想

な

ど

)

/

同

訳

f-ゴ

ド
井
ン
財
産
論」

、
東
京
、
大
村
書
与
一
九 

.
ニ
三
年(
大
正
ニ一

年)

所
収
。

森
^

^

「

ブ
ト
牛
ン
と
ゥ
ォ
ル
ス
ト
ン
•

ク
ラ
フ
ト
と
の
結
婚
生
活」

「

我
等」

七 

卷一

◦—

一
 

一

号
.、

一
九
一
一
五
年(

大
正
一
四
年)

。

玉
井
茂「

ゥ
ヰ
リ
ア
ム
.

ゴ
ド
ゥ
牛
ン
の
思
想」

、
同

著「

人
口
思
想
史
論」

所
収
、
 

淸
水
書
店
、

一
九
二
六
年(
昭
和
元
年)

。

新
居
格「

無
政
府
主
義
の
理
論
的
淹
達」

、
同

著「

ア
ナ
丨
キ
ズ
ム」

所
収
、「

社
会 

問
題
講
座」

、
新
潮
社
、
.一 .

九
ニ
六
丨
七
年(

昭
和I

丨
ニ
年)

。
.

伊
藤
秀一

「

牛
リ
ア
ム
>

ゴ
'ド

ヰ

ン

『

政

治

的

正

義

』

新

刻

版1-
.「

三

田

学

会

雑

訪
 

一
o

卷
一
一
号
、

一
九
一
二
ハ
^

へ

力

正

一

五
$

 

二

月

。

南
亮
三
郎「

人
口
法
則
と
生
存
権
論」

、
同

著「

人
口
法
則
と
生
存
権
論」

所
汶
、
.

來
京
、
同
文
館
、

一
九
二
八
年(

昭
和
三
S

。

伊
藤
久
秋「

平
等
社
会
の
批
評
I

ゴ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
其
他

」

、
同
著

「

マ
ル
サ
ス
、 

口
論
の
研
究」

所
収
、
鬼
京
、
丸
善
、

一
九
二
八
年(

昭
和
三
年)
。

松
£

「

マ
ル
サ
ス
と
ゴ
ド
ィ
ン£

1

争

を

中

心

と

し

て

見

た

.
る

個

人

主

義

と

社

会
 

主
義
の
人
口
問
題
観」

、「
5

ロ
高
商
商
学
研
究
会
雑
誌」

六
巻
一
号
、

一
九
X 

.

年

(

昭
和
三
年)

。

小
眾
信
三「

邦
訳
マ
ル
サ
ス
人
ロ
論
解
題」

、「

三
田
学
会
雑
誌
”

ニ
三
卷
九
号
、

一
 

e

九
年
、

(

昭
和
四
年)

九
月
。
伊
藤
i

尾

訳「

マ
ル
サ
ス
人
口
論(

第
六
版)

」 

上

グ

，
厂

収

一

九

一

一

九

年

。

小

嫂

著

「

ア

ダ

ム•
ス
ミ
ス
、
マ
ル
サ
ス
，
リ
カ
,

ド

正

統

派

経

済

学

研

究」

.に
I

録
、
辑
波
書
店
、
一

九
三

四

年(

昭

九
年)

。
 

I
-
.

力
藤一

夫

「

ウ
イ
'リ
ア
ム
•

ゴ
ド
ウ
ヰ
ン
小
伝y

同
.訳

「

政
治
的
正
義」

所
泣
、

八

四

(

三
〇
四) 

世
界
大
思
想
全
集
17

-'
春
秋
社
、|

九
三
〇
年

(

昭
和
五
年)

。

北
蜀
大
吉「

メ
リ
ー
と
ゴ
ド
ウ
ィ
ン」

、

同

著

「

婦
人
運
動
の
開
祖
メ
リ
ー
•
ウ
オ 

ル

ス

ト

ン

ク

，
ラ

フ

ト

一

彼

女

の

生

涯

と

思

想

.
I」

所
収
、

東
京
、

千 

房

一

九

三

〇
年

(

昭
和
五
年)

。

■. 

:

吉
田
秀
夫「

英
国
に
於
け
る
フ
ラ
ゾ

ス
革
命
し
、「

大
倉
学
会
誌』

四
卷
一
一
号
、

一
九

.

三1

年

(

昭
和
六
年)

。
.同
著「

経
済
学
説
研
究」

.所
収
、

一
九
三
一
一
年
*

北
進
一「

フ
ラ
ン
シ
ス-

V

レ
丨
ス
と
そ
の
人
口
論」

、「

商
学
討
究」

六
卷
上
冊
、

一
九
三一

年

(

昭
和
六
年)

六
月
、
南
亮
三
郎
著「

人
口
理
論
と
人
口
問
題」

所 

収

，

' 

. 

/

戸
沢
鉄
彦
.，5
，ト
■ヰ
ン
の
政
治
思
想」

㈠

、

「

国
家
学
会
雑
誌」

四
五
卷
六
号
、

一

九
三一

年

(

昭
和
六
年)

。
同

著「

国
家
の
将
来」

.所
収
、

裘

、

勁
1

1;
、

.一
九
五
五
年
。
 

-ニ
-一
 
j

戸
沢
鉄
彦

-,
ゴ
ド
ヰ
ン
の
政
治
思
想」

、「

国
家
学
会
雑
P

四
六
巻
一
一
一
号
、

一
九 

三

ニ

年(

昭
和
七
年)

。
.前
掲
書
所
収
。

吉
田
秀
夫
口
人
口
論』

.を
繞
る
論
争—

,

T

平
等
主
S

を
中
心
と
し
て
I

」
「

ヒ 

倉
学
会
誌
改
卷一

号
、

一

九

璧

年

(

昭
和
八

S

六
月
。

I

伊
藤
久
秋
■「

マ
ル
サ
ス
対
ゴ
ッ
ド

iウ
ィ
ン
の
人
口
論
争」

、

百
年
記
念
.

「

マ
ル
サ
ス

.

.研
究」

「

商
学
討
究」

九
卷
中
下
合
冊
特
集
号
、

一
九
三
四
年(

弨
相
九

；̂) 

j 

ニ
月
。
 

^

増

田

馨

「

人
口
理
論
の
対
立
に
於
け
る
f

問
題」

、「

人
口
問
題」
|

巻
二
号
、

一
九
三
五
年(

昭
和一

〇
年)

一1

月
。

慕

末—

明

治

初

期

武

蔵

国

人

ロ

趨

勢

に

閨

す

る

一

.

考

察

佐

.

々

.

.
木

陽

一
郎

序

..

徳
川
時
代
に
は
多
く
の
人
口
資
料
が
あ
る
が
、
幕
府
に
よ
る
国
別
全
国
人
口 

調
迤
あ
る
い
は
各
領
主
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

—.
村
ご
と
の
個
別
的
人
ロ
調

®
.
 

で
あ
る
宗
門
人
別
帳

#
が
、

一
般
的
人
口
資
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

,0 

し
か
し
、
こ
の
中
間
に
位
置
す
る
、

一
定
の
領
域
内
に
お
け
る
一
村
胄
ほ
で
示 

さ
れ
た
、
全
人
ロ
を
知

d
if
#
る
資
料
は
比
較
的
少
数
で
あ
り
、
ま
た
こ
.れ
.を
利 

il
l
し
た
研
究
も
僅
か
で
あ
る
。
慕
府
調
杳
に
よ
る
全
国
人
ロ
調
查
は
国
別
で
示 

さ
れ
て
お
り
、

一
国
内
の
人
ロ
趨
勢
の
地
域
差
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま 

た
恶
府
調
靈
の
数
値
が
示
す
全
国
人
ロ
趨
勢
そ
の
も
の
に
対
し
て
疑

4
が
な 

レ
わ
け
で
は
な
い
し
、
こ
の
点
を
吟
味
す
る
必
要
も
あ
ろ
ぅ
。

一
方
、
宗
門

、

.
 

別
帳
で
は
あ
る
一
村
の
人
ロ
趨
勢
を
知
り
得
て
も
、
そ
の
残
存
の
限
界
か
ら
そ 

れ

と

一

定

地

域

人

口

、

あ

る

い

は

全

囯

人

口

と

を

直

接

関

速

づ

け

る

こ

'と

は

困 

難
で
あ
ろ
ぅ
し
、
し
.た
が
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
通
説
を
批
判
す
る
こ
と
は
殆
ど 

不
可
能
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
地
域
内
に
お
け
る
一
村
単
位
で
の
人

口

が
. 

何
年
か
に
つ
い
て
判
明
す
る
な
ら
ば
、
全
国
人
口
数
値
と
宗
門
人
別
帳
の
も
つ

蓀

末

丨

明

治

初

期

武

蔵

国

人

ロ

趨

勢

に

関

す

る

一

考

察
.

欠
点
を
あ
る
程
度
補
な
ぅ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、.
ま
た
、
全
国
人
口
数
値
が
示 

す
趨
勢
値
の
修
正
も
可
能
で
あ
る
。

幸
い
に
し
て
、
文
政
一
：〇
年
と
明
治
五
年
お
よ
び
明
治
九
年
の
武
蔵
国
の
か 

な
り
の
部
分
を
ヵ
バ
ー
す
る
人
口
資
料
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
上 

記
の
目
的
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
期
間
は
、
政

治

•
経
済
に
お
け
る 

変
動
期
で
あ
り
、
幕
末
の
参
觐
交
代
制

.の
廃
止
、
お
よ
び
明
治
維
新
に
と
も
な 

ぅ
徳
川
氏
の
駿
府
移
転
等
は
江
戸
人
ロ
減
少
の
要
因
に
な
り
、
.ま
た
安
政
の
開 

港
は
横
浜
お
よ
び
武
蔵
国
北
部
の
人
口
増
加
を
刺
戟
し
た
。
.さ
ら
に
江
戸
の
存 

在
が

.人
口
成
長
に
社
会
的
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
幕
末
丨
明
治 

期
に
お
け
る
武
蔵
国
の
人
口
趨
勢
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
働
い
て
お
り
、

こ 

れ
ら
の
要
因
に
つ
い
て
詳
細
に
吟
味
す
る
こ
と

.は
、
こ
の
小
稿
で
は
不
可
能
で 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、，
文
政
一
〇
年
と
明
治
五
年
な
い
し
九
年
の 

ニ
点
間
に
お
け
る
人
ロ
を
対
比
さ
せ
て
、
.こ
の
間
め
成
長
率
を
算
出
し
、
こ
れ 

を
従
来
の
説
と
比
較
す
る
こ
と
、
併
せ
て
、
武
蔵
国
に
お
け
る
成
長
率
の
地
或 

差
を
そ
の
地
域
の
特
質
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
、

以
上
の 
一
--
*
点

が本
稿 

の

目

的

で

あ

る

。
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